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1.著作権って何？

知的財産権という権利の中のうちの１つを指します

●著作権：思想または感情を創作的に表現したもので自然発生する

＜絵画・音楽・小説などのいわゆる芸術作品＞

●産業財産権：工業所有権ともいわれ各国の所定の機関への登録が必要

＜特許権・商標権・意匠権・実用新案権＞



2.著作権と関連する権利

著作権とそれに関する権利として

「著作権」「著作者人格権」「著作隣接権」の３つの権利があり、

著作物を使用する場合は、すべての権利者から許諾を受ける必要があります

●著作権：思想または感情を創作的に表現したもの

著作財産権：譲渡や売買ができるもの（複製権/翻案権）

著作者人格権：作者の名誉に関するもの（氏名/公表/同一性保持）

●著作隣接権（原盤権）：著作物を世に伝える人が所有する権利

（レコード会社/放送局など）



市販CDやiTunesから保存した音楽を使って制作した映像を

権利処理の手続きなしでアップロードすると…

アップロードしてしばらくすると、レコード会社から

権利侵害のため動画がブロックされました…なんて事も

著作権 はYouTubeとJASRACが包括契約している（※申請不要）

著作隣接権（原盤権）については JASRACは関与せず…
（レコード会社の許諾必要）

※自社のホームページにYouTube動画を埋込む場合は申請が必要です

例１：一般に市販されている音楽を使用してYouTubeにアップロードすると…



レコード会社へ申請 著作権管理団体へ申請

（金額は指値） （目的ごとに料金設定）

★日本の音楽著作権管理団体は、JASRAC・NexToneなどがあります
★使用する曲が複数の場合、レコード会社が違えば、それぞれから許諾を得る必要があります
★レコード会社が海外の場合、自力で交渉するしかありません… 

原盤権 著作権
映像ができたー
音楽どうしよう?

やっとBGMが
つけられたー

使用目的によっては
許可がでない場合も…

２曲目は別の
レコード会社だった…

使用報告もややこしい…

例２：一般に市販されている音楽を映像に使用するには…



3.音楽ライブラリーの出番

そこで業務使用を目的に制作された「素材ライブラリー」を使用すれば、
ワンストップで権利処理の手続きが完了します。レコード会社や著作権
管理団体との煩わしいやりとりは一切不要です。

素材販売サイト
・著作権
・著作隣接権（原盤権）

の権利処理を一元化

【申込から使用まで】

映像ができたー
音楽どうしよう?

BGMつけたー

★Nash Music Libraryの場合は、著作隣接権（原盤権）／著作権の両方を処理可能
★ライブラリー会社によっては著作権管理団体への使用申請が別途必要な場合もあります



著作権→必要
原盤権→事前に必要

（指値）

RM（ライツマネージド）
著作権→一部必要
原盤権→不要

著作権管理団体への使用申請が必要 使用申請不要

音楽ライブラリー市販音源

音楽ライブラリーの種類と使用ごとの申請について

RF（著作権ロイヤルティフリー）

著作権→不要
原盤権→不要

1

★日本の音楽著作権管理団体は、JASRAC・NexToneなどがあります
★ライツマネージドの場合は、演奏権は管理団体、複製権は各社自己管理などがあります

Nash Music Libraryはこのグループ

業務用の音楽ライブラリーにもいろいろあります



●さまざまな海外レーベルの音楽を集めたライブラリー

一見するとバリエーションが豊富なようにも思えますが、クオリティに偏りが
あったり、新作がまったくリリースされないものもあります。また海外からレー
ベルを輸入しているという性質上、レーベル元がM&Aなどで他のレーベル傘下に
入ったりすると、取扱の音楽出版社（サブパブリッシャー）が変更になる場合も
あります。そうなると契約料金やライセンス範囲が変更される事もあります。

●権利の一部が管理楽曲扱いのライブラリー（ライツマネージド・RM）

著作権のうち演奏権（放送・イベント使用）についてはJASRAC等への権利申請
が必要な管理楽曲で、申請手続きが業務フロー化されている放送局に適したライ
ブラリーです。放送・イベント以外の使用用途については指値ではなく料金が明
示化されている場合が大半です。（ただし契約料も高いので個人ユーザーや小規
模の制作会社などで使われる事はほとんどありません）

補足：業務用の音楽ライブラリーにもいろいろあります



著作権フリーと著作権ロイヤルティフリー、この２つは似て非なるものです。主な違いとしては下の表に書いてある

通りです。ここでは商用利用可能という前提で比較表をつくっています。（注：あくまでも一般的な見解です）

著作権ロイヤルティフリー 著作権フリー

著作権・原盤権の所有状況 権利元が保有 保有しているが実質フリー（一部放棄）

初期費用 有料 無料

使用の都度の費用 無料 無料

権利保証・トラブル対応 あり なし・当事者間任せ

クレジット表記 基本不要 ありが多い

収益モデル 契約料・音源使用料を元にした収入 広告掲載やオリジナル制作受注

特徴
コンテンツ自体でビジネスを行う

そのため権利状況に関しては
透明性が求められる

コンテンツ自体は宣伝材料の要素が多い
オリジナル制作受注や広告掲載による

収入が主目的

４.著作権フリーと

著作権ロイヤルティフリーの違い



「完全無料」ということではなく「権利使用料が

いらない」ということです。わかりやすくいうと

「使うたびに支払う権利使用料＝ロイヤルティ」

が 「不要＝フリー」 ということです。ご注文時

にお支払いいただく使用料には、著作権使用料・

著作隣接権（原盤権）使用料・2回目以降のそれぞ

れの使用料が包括されていますので、何回使って

も、途中で使用目的が変わっても追加の使用料を

支払う必要はありません。

ロイヤルティフリーって何が無料なの？

写真/イラスト/フォントはロイヤルティフリーの

場合もあればそうでない場合もあります。音楽素

材と異なる点は、JASRACのような大手の著作権

管理団体が存在しないため、各社で独自の使用料

を設定している会社が多い点です。そのため最近

では区別がつくように「RM」（ライツマネージ

ド）と「RF」（ロイヤルティフリー）といった用

語をつけて分類される事が増えてきました。一般

的に「RM」（ライツマネージド）のコンテンツは

使用目的に応じた料金を支払うコンテンツ、

「RF」はロイヤルティフリーなので初回の使用料

のみで継続的に利用できるコンテンツという位置

付けになっているようです。

音楽以外の素材ライブラリーって？



インターネットで「著作権フリー」のキーワードで検索すると、多くの検索結果が出てきますが、「著作権フリー」「版権フリー」

「コピーライトフリー」といわれるものは定義が曖昧なため、個別に権利状況をチェックをする必要がでてきます。たとえば、個人

が運営するサイトで「私の作品ですが無料で自由に使っていいですよ」などの謳い文句でコンテンツが配布されているケースがあり

ます。著作権的には「無料＝財産権は放棄」しているが「著作権は作者に帰属＝人格権は放棄していない」となります。…となると

規約を守らないとクレームがつく事もあるのです。ほかにも悪質なケースですが作品自体が盗作だったり、他人の作品を勝手に編曲

した二次的著作物だったり、悪意はなくても作曲者が海外のマーケットプレイス型のサイトに広告収益・作曲依頼を目当てで音楽を

掲載していたら、いつの間にかその国の管理団体に登録されていたケースもあります。

どの場合も該当すればある日突然、権利者を名乗る人物・団体からエンドユーザーに対してクレームが来ることになります。しかし

ながら無料の場合は、トラブル発生時であっても連絡手段がメールやフォームへのコメント入力のみという事がよくあるため、使用

者は泣き寝入りするしかありません。このように「無料で使えるから便利♪」と思ったらトラブルに…なんてことにならないよう、

ビジネスシーンにおいて著作権フリーの音楽を制作/選曲業務に使用する事は避けたほうがよいでしょう。世間では「タダほど怖い

ものはない」と言われますがまさにその通りです。

5. 無料の著作権フリー曲は業務に適さない？

その理由はかんたん！！「無料」という甘い言葉と引換えに

トラブルが発生した場合は「100％自己責任」になるからです。



６. 海外のロイヤルティフリー音源は注意

最近はインターネットを通じて海外で販売されているロイヤルティフリーの音楽素材を手軽に入手できるようになりました。しかし実際には、ロイヤルティフリー

と謳っていながら管理楽曲だったというケースや、悪質な場合だとアーティストが登録している楽曲そのものが盗作だったというケースも稀に存在し、たいていは

YouTubeアラートや損害賠償請求などで、ある日突如として発覚します。しかしマーケットプレイス型（クラウドソーシング型）は、単にコンテンツ販売の取次を

行っているだけなので「著作権に関するトラブルが発生した場合、解決は当事者間で行ってください」と規約に書かれている事も多く、海外サイトだと言葉の壁も

あるうえ、そもそもアーティストと連絡がつかなくなる事もあります。そうなると楽曲の差替えだけでは済まず、エンドユーザーのクライアント企業が賠償を支払

う事態にもつながりかねません。制作/選曲業務でご使用される場合は、日本語対応はもちろん、権利を保証してくれる会社を選ばれることをおすすめします。

マーケットプレイス型（クラウドソーシング型）は特にご注意を

細かい点にも注意しましょう

ライブラリー会社によっては、エクストラライセンス（使用目的に

よっては追加料金がある）が設定されてたり、YouTubeについても

海外にオリジナルパブリッシャーがある場合は、契約状況の確認の

ためいったんアラートがでたりと、各社で対応が異なります。この

ように使用用途によっては、細かい点にも注意しましょう。

Nash<国内> 海外A社 海外B社

日本語対応窓口 ○ ×海外クラウド ○日本代理店

証明書発行 ○ × △要確認

エクストラ設定 なし なし あり

YouTubeアラート 基本出ない 不明 いったん出る

詳細は次のページへ



７.Nash Music Libraryの特徴

・初回の使用料のみで何度でも使用可能＝著作権ロイヤルティフリー

・著作権＆著作隣接権は自社保有（100％自社オリジナル制作）

・著作権管理団体への申請は不要

・海外向け作品にも使用OK

・CMにも追加料金不要で使用OK

・SNS投稿動画や配信コンテンツにも使用OK

・電子機器・スマホアプリの音源組込にも使用OK

「手軽に使える」＆「幅広い用途に使用OK」



Nash Music Library : FREE USE MUSIC 仕様一覧

音楽ライブラリーの種類 著作権ロイヤルティフリー

音源使用料（初回時） 必要 契約・料金プランをご覧ください

使用ごとのお支払い（2回目以後） 不要 使用料に含まれます

著作権管理団体への申請（JASRAC/Nextone） 不要 すべて自社管理楽曲のため不要

レコード会社への申請（実演家含む） 不要 すべて自社管理楽曲のため不要

供給音源数 約28,000トラック（2020年10月現在） うち効果音約7,000

新作供給音源数 約1,000トラック （2019年実績）

使用許諾期間 著作権存続期間または契約期間（契約プランによる） 契約・料金プランをご覧ください

契約書・証明書の発行 全ての権利が自社保有なのでOK 契約書はマイページから発行可

https://www.nash.jp/fum/about/license
https://www.nash.jp/fum/about/license

